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歴
史
あ
る
日
高
火
防
祭
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
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豪
華
絢
爛
な
は
や
し
屋
台

３
０
０
有
余
年
の
歴
史
を
持
つ

日
高
火
防
祭
は
、
古
趣
豊
か
な
音

色
と
豪
華
絢
爛
な
は
や
し
屋
台
が

特
徴
で
す
。
昔
は
素
朴
な
も
の
で

し
た
が
、
明
治
以
降
、
町
家
が
栄

え
る
に
つ
れ
て
各
町
が
競
い
合
っ

た
結
果
、
今
日
で
は
金
や
赤
な
ど

色
と
り
ど
り
の
美
し
い
屋
台
と
な

り
ま
し
た
。

屋
台
に
は
三
味
線
、
小
太
鼓
、

横
笛
を
乗
せ
、
横
町
組
は
「
一
声

く
ず
し
」、
大
町
組
は
「
祇
園
ば
や

し
」
な
ど
、
各
町
組
そ
れ
ぞ
れ
の

音
色
を
奏
で
ま
す
。
こ
の
格
調
高

い
音
色
は
県
指
定
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
高
火
防
祭
で
は
、
は
や
し
屋

台
を
舞
台
に
見
立
て
「
登
場
」
と

表
現
し
て
い
ま
す
。

登
場
者
の
対
象

①
三
味
線
＝
中
学
生
～
成
人
の

女
性

②
太
鼓
＝
小
学
生
の
男
女

③
大
太
鼓
＝
小
学
４
～
６
年
生

の
男
子

※
ど
ち
ら
の
地
域
の
人
で
も
登

場
で
き
ま
す
。
募
集
人
数
や

登
場
料
は
対
象
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

登
場
者
の
感
想

人
前
に
出
る
の
が
苦
手
で
、
私

に
で
き
る
か
ど
う
か
心
配
で
し
た
。

毎
年
４
月

日
に
開
催
さ
れ
、
春
の
奥
州
に
一
大
絵
巻
を
繰
り
広
げ
る
日
高
火
防
祭
。
町
組
ご

29

と
に
飾
ら
れ
た
は
や
し
屋
台
が
三
味
線
や
太
鼓
に
あ
わ
せ
て
街
を
練
り
歩
き
ま
す
。
そ
の
は
や
し

屋
台
に
登
場
し
、
三
味
線
や
太
鼓
を
演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■各町組の問い合わせ・申込先

電話番号連絡先町組名

姥2848千田横町組

090-5237
-0394千葉袋町組

厩3939
酒の小林
（小林）

駅前三町組

厩3346及川川口町組

姥2442石川柳町組

電話番号連絡先町組名

鰻4231佐藤城内組

姥4310小野立町組

浦2971

軽食＆
コーヒー
ソワレ
(鳥畑)

吉小路組

姥2623新田大町組

で
も
、
家
族
が
応
援
し
て
く
れ
た

の
で
、
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

練
習
は
太
鼓
の
先
生
が
分
か
り

や
す
く
、
楽
し
く
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
他
の
学
校
の
子
と
も
仲
良

く
な
れ
ま
し
た
。

本
番
は
家
族
や
友
達
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
上

手
に
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。
あ
っ

と
い
う
間
の
一
日
で

疲
れ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
来
年

も
ま
た
出
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

（
常
盤
小
４
年
菅
原
朱
莉
さ
ん
）

し
ゅ

り

■
問
い
合
わ
せ
＝試

日
高
火
防
祭
実

行
委
員
会
事
務
局
…
本
庁
商
業
観

光
課
観
光
物
産
係
内
（
内
線
２
７

２
）

試

日
高
神
社
火
防
祭
保
存

会
事
務
局
…
（
一
社
）
市
観
光
物

産
協
会
内
（
察
鰻
７
８
０
０
）




